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写真３３ イモンカン（２００８年１２月 永野撮影） 写真３５ ゴクウサン（２００８年１２月 永野撮影）
写真３４ シトギ（２００８年１２月 藤永撮影） 写真３６ 後鳥羽神社に供える塩サバ
（２００８年１２月 藤永撮影）
永野 真歩，藤永 豪１０８
写真３７ 後鳥羽神社に納められた供物
（２００８年１２月 藤永撮影）
写真左手にシトギ（上）と塩サバ（下），その隣に
御神酒，右手にイモンカンを入れた容器等が見え
る。中央には，新しい注連縄（上）とゴクウサン等
を入れたカゴ（下）が供えられている。
写真４０ 一本箸（２００８年１２月 永野撮影）
お椀の中身はイモンカン。
写真４１ 注連縄作りの様子
（２００８年１２月 永野撮影）
写真３８ サバを焼く様子（２００８年１２月 永野撮影）
この時使用していた網は，イノシシ侵入防止用の柵
を加工したものであった。
写真４２ 注連縄作りの様子
（２００８年１２月 永野撮影）
縒った注連縄からはみ出た藁を切り落としている。
写真３９ 社殿の中で男性が御神酒をつぐ様子
（２００８年１２月 永野撮影）
脊振山地の民俗誌 １０９
れを持つ人は縄を体に巻きつけて固定する。注連
縄づくりには，縒る（３人），藁を渡す（４人），
縄の端を持って固定する（１人），縒っている藁
束を持ち固定する（１人）といった役割分担がな
される。縒り終わるとはみ出した藁をハサミで切
り，中央に半紙でつくった紙垂を間隔をあけて２
つ付けて完成する（写真４３・４４）。この注連縄は
後鳥羽神社に参拝した際，前述のサバが焼けたこ
ろに取り付けられる（写真４５）。
また，松平では，後鳥羽神社拝殿に張られた注
連縄を交換する。
佐古の場合は，オマツリの際，後鳥羽神社に加
えて，九郎地蔵へも参拝する。その時，魚，シト
ギ，イモンカン，ゴクウサン，２本の竹筒に入れ
たお神酒を供え，毎年，藁を細く縒った注連縄を
九郎地蔵の周りに掛ける（写真４６）。また，参拝
後は，九郎地蔵が祀られている木立の葉を丸めて
盃をつくり，それにお神酒を注いで飲む，といっ
た行事が行われる。
こうしたオマツリも，人口減少と高齢化，恒常
的農外就業の浸透の中で，開催期日や場所，その
内容が変化している。例えば，開催期日は，すべ
ての小集落において，１２月１７日から１２月の第２日
曜日へと変更された。また，古釜では，世主人の
家ではなく公民館において，料理や注連縄づくり
を行い，直会が開かれるようになった。佐古では，
オマツリの行事内容が簡略化され，後鳥羽神社や
九郎地蔵に供える料理のうち，シトギとイモンカ
ンを作らなくなった。２０００年頃からは，世主人の
家での直会を取りやめ，生立祭と同様に，古湯温
泉などで外食をするようになった。さらに，現在
写真４５ 新しい注連縄と交換する様子
（２００８年１２月 永野撮影）
写真４３ 紙垂（２００８年１２月 永野撮影）
半紙に切り込みを入れて作る。
写真４６ 九郎地蔵の注連縄（２００８年１２月 永野撮影）
九郎地蔵が鎮座する木立に，約１．５の太さの注連
縄が張られる。毎年，１２月のオマツリの際に，佐古
の住民によって新しいものに交換される。写真４４ 完成した注連縄（２００８年１２月 藤永撮影）
永野 真歩，藤永 豪１１０
写真４７ 絹巻きの観音サンの堂でのお茶講の様子
（１９９８年８月 藤永撮影）
では，今後，この外食もやめて，購入してきた料
理を食べようという話も出ている。
加えて，佐古，松平，大畑の小集落では，マツ
リダでの米づくりを行わなくなり，祭礼の料理に
使用される米は，世主人の家で生産されたものを
用いるようになった。一方，古釜では，現在も年
番でマツリダにおける米生産は続いているもの
の，イノシシの出没や水不足などにより，マツリ
ダでの米づくりを行わない年も出始めた。そのた
め，現在は，古釜でも祭礼に使用される米が必ず
しもマツリダの米とは限らなくなり，その場合も
世主人が用意している。
お茶講
古釜の住民によって行われる祭礼で，８月２５日
の夜８時頃から，絹巻きの観音サンが祀られてい
た古釜の青年クラブの宿泊所で開催されていた。
個人で料理を持ち寄り飲食をする。この祭に参加
すると，子どもが授かるという言い伝えもある。
１９７０年頃の県道の拡張工事によって，古釜の青
年クラブの宿泊所は消失したが，新しく観音サン
の堂が作られ，ここで現在でも毎年８月２５日に近
い土日を選んでお茶講が行われている（写真４７）。
金立（キンリュウ）サン祭
松平の住民により行われる祭礼で，毎年３月に
当年と次年の世主人の２人が，集落の代表として
金立神社（佐賀市金立町）に参拝し，米と金銭を
奉納する。火除けの祭礼とされるが，実際には金
立神社から五穀豊穣のお札を受ける。金立神社参
拝後，その年の世主人の家に松平の住民が集まり
飲食する。この時，お札が配られる。また，供さ
れる料理は，セリの胡麻和え，大根とセリのなま
すの２品のみとなっている。
２．善信寺の行事
鳥羽院下地区には，浄土真宗の善信寺が立地す
る。善信寺の門徒ではない住民も，同寺の行事に
参加している。また，本山である西本願寺からの
指示により仏教婦人会が組織されている。仏教婦
人会は浄土真宗において催される様々な行事を手
助け・支援する組織であり，女性門徒から構成さ
れている。以下，善信寺にまつわる行事を見てい
く。
御正己報恩講
毎年，１月の終わり，もしくは２月初めの５日
間に「御正己報恩講」が行われた。これは浄土真
宗の開祖である親鸞聖人の命日の前後に営まれる
法会である。この５日間の法会をとおして経があ
げられ，住民の中には法話を聞くため，本堂に泊
まり込む人もあったという。法会の３，４日前に
は，仏教婦人会で餅つきをし，ついた餅を使って
「お花束（けそく）」を作り，集落の男性らが，「お
花束もり」といわれる本堂への飾り付けを行っ
た。また，御正己報恩講の中日の夜には，毎年，
年番で住民が集まり，経をあげ，お斎（精進料理）
を食べた。加えて，仏教婦人会で小豆粥を作り，
食べるのが習わしであった。
松取講と竹ガラ取り
御正己報恩講の際には，同時に「松取講」が行
われていた。松取講は，善信寺で使用する１年分
の薪を採集するもので，主として古釜の住民に
よって行われた。各戸から１人ずつ労働力を出
し，「オテンランヤマ」（善信寺所有の山林）から
薪を採集して，善信寺の納骨堂の下に保存してい
た。松取講の際にもお斎が振舞われ，料理は，揚
げ豆腐，なます，ご飯，おつゆと決まっていた。
これに対して，大畑と松平では，御正己報恩講の
前に，「竹ガラ取り」が行われていた。これも，
善信寺に納める燃料の採集を目的としたもので
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あった。
現在，５日間あった御正己報恩講は３日間に短
縮され，中日に仏教婦人会で食べていた小豆粥も
作らなくなった。また，ガスが普及するようになっ
てくると，薪を使用する機会も減少していった。
さらに松取講は，お斎の準備などに多くの時間を
割かれるため，通勤兼業者にとっては負担になる
ようになった。そのため，１９８０年代半ばに門徒側
からの要望により松取講は取りやめとなった。ほ
ぼ同時期に，竹ガラ取りもなくなっている。
永代経と虫供養
「永代経」は，６月に行われる先祖供養である。
２日間に渡って，経を読み，法話を聴く。初日に
は仏教婦人会によってお斎の準備がなされ，振る
舞われる。現在，永代経は，梅雨時の料理の腐敗
を考慮して，１１月に行われている。
また，永代経とあわせて，「虫供養」が行われ
ていた。殺生した虫の供養として，善信寺にお参
りしていたが，１９８０年代半ば以降，自然となく
なってしまった。
彼岸つとめ
春と秋の彼岸には，「彼岸つとめ」が行われ，
門徒は善信寺に集い，鳥羽院下地区の内外から布
教師を呼び，法話を聴いていた。
五度米寄せ
「五度米（ごどまい）寄せ」とは，１年分の米
を門徒が善信寺に寄進する行事である。この米
は，寺の行事の際に振舞われるお斎に使用された
り，寺で食されたりする。ほとんどの門徒の家で
は米が生産されているが，米を生産していない家
は金銭を納める決まりになっている。２００３年頃
に，農家数が減少してきたということで門徒の話
し合いの末，米ではなく全員が金銭を米の代わり
に寺に納めるようになった。寺側も１年分の米の
管理に苦労するため助かっているという。
お茶摘み
「お茶摘み」は，寺で使用される１年分の茶を
門徒中で摘み取る春の行事である。善信寺周辺に
は茶畑があった。しかしながら，１９７０年代半ば以
降，通勤兼業者の増加と茶栽培の衰退により，お
茶摘みはなくなった。寺側にとっては，近隣住民
から茶を頂くこともあり，お茶摘みが消失した後
も困ることはないという。善信寺の茶畑の一部は
駐車場となったものの，現在も寺前には茶が植え
られており，お茶摘みが行われていた頃の名残が
うかがえる。
お講
毎月，善信寺では「お講」が行われ，住職の法
話を聴く。これに参加するのは仏教婦人会の構成
員であるが，鳥羽院下地区の他寺の女性門徒も参
加するため，お講の参加者は鳥羽院下地区の婦人
会に所属する女性とほぼ一致する。お講が終了し
たあと，仏教婦人会と婦人会の会合が開かれ，連
絡事項の伝達が行われる。また，会合後には，小
豆粥を食べることが習わしであった。
現在でもお講は毎月行われ，仏教婦人会と婦人
会をあわせた会合も開催されるが，１９９８年頃から
は，小豆粥を供さないようになった。これは，女
性も仕事に就くようになり，小豆を炊く手間を掛
けることが難しくなったためである。
 おわりに
以上，本稿では，第１報に続き，脊振山地の集
落，鳥羽院下地区を取り上げ，山のくらしとその
変遷について報告した。これまで述べてきたよう
に，鳥羽院下地区には，寺社だけでなく，さまざ
まな信仰対象物が存在し，それぞれが祭礼などの
行事をとおして，住民たちと結び付き日常生活に
深く根ざしていた。鳥羽院下地区と同上地区をあ
わせた鳥羽院全体で行う祭礼行事から，古釜や大
畑，松平，佐古の各小集落で行うものまで，社会
的階層性を有する多様なものであった。また，こ
れら各種の祭礼に関する行事は，鳥羽院下地区を
取り巻く自然環境に依拠した生業や生活にもとづ
いており，ムラ人と環境とのかかわりを端的に示
すと同時に，彼ら彼女らのムラのくらしの安寧を
願う切実な想いの表れとも解釈できる。
その一方で，高度経済成長期を境に，山のくら
しのあり方も変化していくことになる。兼業化や
永野 真歩，藤永 豪１１２
恒常的な農外就業の浸透，離農，若年層の住民の
流出，人口減少と高齢化など，時代の波に揉まれ
ながら，鳥羽院下地区の人々は，そのくらしの形
を柔軟に変容させ，時には頑なに変化することを
拒否しながら，山のムラを守ってきた７）。今回報
告した信仰や祭礼行事にもそのことは表れてい
る。今後も，こうした山のくらしの変容は続き，
失われる地域文化も増えてくるであろう。だから
といって，われわれのノスタルジックな想いから
鳥羽院下地区の人々のくらしを昔のように戻すこ
とはできないし，そうした権利もない。しかしな
がら，だからこそ，地道ではあるが（少しその歩
みを速めつつ），“山のくらし”の記録を可能な限
り前へ進めていきたいと考えている。
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本稿を作成するにあたり，佐賀県神埼市脊振町
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を加え，大幅に修正したものである。
注
１）浄土真宗本願寺派（西本願寺）では，全国の寺院を
３２の教区に分け，さらに，教区の中を地域ごとに５３３
の組（そ）に区分している。
２）鳥羽院下地区の住民が，門徒として所属するのは，
主に旧神埼郡神埼町（現神埼市神埼町）の信心寺およ
び旧神埼郡千代田町（現神埼市千代田町）の西真寺で
ある。
３）マツリダは，小集落毎に所有・管理していた。聞き
取りによれば，１９５０年頃，古釜・大畑・佐古はそれぞ
れ１ヵ所ずつ，松平が２ヶ所のマツリダを有していた
が（図２），現在では、古釜のみが生産を続けている。
４）青年クラブは，「若者組」，「若連中」と呼ばれる未
婚男性の地縁的組織である。鳥羽院下地区では，１９６０
年代初期まで存在した。小集落ごとに宿泊所があり，
結婚して青年クラブを抜けるまで寝泊りしていた。詳
しくは，別稿で紹介したい。
５）ただし，年代は不明であるが，かつては１月に行わ
れていたという。
６）プロパンガスが普及する以前，世主人が料理の準備
をする際のタキモン（燃料）として，各戸が所有する
山林から，竹ガラ（枯れた真竹など）を採集し，提供
していた。
７）藤永（１９９９）は，鳥羽院下地区だけでなく，隣接す
る鳥羽院上地区も含めた住民の就業変化と社会組織や
祭礼行事とのかかわりについて調査している。
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